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防
災
部
署
の
女
性

　

皆
さ
ま
の
自
治
体
の
防
災
部
署
に
女
性
職
員
は
ど

の
程
度
い
る
だ
ろ
う
か
。
恐
ら
く
、
非
常
に
少
な
い

だ
ろ
う
。
わ
が
国
の
防
災
の
中
枢
を
担
う
内
閣
府
に

は
２
０
２
１
年
５
月
時
点
で
１
５
３
人
の
職
員
が
い

る
が
、
そ
の
内
女
性
は
11
人
に
と
ど
ま
る
。
な
お
、

女
性
に
限
ら
ず
、
そ
も
そ
も
防
災
担
当
職
員
数
が
ア

メ
リ
カ
と
比
較
す
る
と
非
常
に
少
な
い
。
ア
メ
リ
カ

の
Ｆ
Ｅ
Ｍ
Ａ
（
連
邦
緊
急
事
態
管
理
庁
）
に
は

７
６
７
２
人
の
常
勤
職
員
、
１
万
６
０
０
人
の
非
常

時
対
応
要
員
が
い
る
（
政
府
の
危
機
管
理
組
織
の
在

り
方
に
係
る
関
係
副
大
臣
会
合
「
政
府
の
危
機
管
理

組
織
の
在
り
方
に
つ
い
て（
最
終
報
告
）」２
０
１
５

年
３
月
30
日
）。

　

ま
た
、
消
防
団
員
は
１
９
５
６
年
に
は
１
８
３
万

人
を
誇
っ
た
が
、
２
０
０
０
年
に
は
95
万
人
、

２
０
２
０
年
に
は
81
万
８
０
０
０
人
と
減
少
傾
向

が
止
ま
ら
な
い
。
し
か
も
女
性
の
比
率
は
３
・
３
％

に
す
ぎ
な
い（
消
防
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）。

　

災
害
時
に
現
場
で
力
仕
事
を
し
た
り
、
昼
夜
を
分

か
た
ず
働
き
続
け
た
り
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
、
女
性

職
員
の
配
置
を
避
け
る
理
由
か
と
思
わ
れ
る
。
し
か

し
、
防
災
職
員
の
平
時
の
業
務
は
防
災
計
画
、
備
蓄

管
理
、
防
災
訓
練
支
援
な
ど
で
あ
り
、
災
害
時
は
災

害
対
策
本
部
の
補
佐
機
能
で
あ
る
か
ら
、
ほ
と
ん
ど

の
業
務
は
女
性
で
も
問
題
が
な
い
は
ず
だ
。

介
護
職
員
と
防
災

　

高
齢
者
や
障
が
い
者
の
日
常
生
活
を
支
え
て
い

る
の
は
、
介
護
職
員
で
約
２
１
１
万
人
で
あ
る

（
２
０
１
９
年
度
厚
生
労
働
省
）。
民
間
の
調
査
機
関

に
よ
る
と
女
性
は
１
７
０
万
人
と
約
８
割
に
な
る
。

ほ
と
ん
ど
の
方
は
、
住
ん
で
い
る
地
域
と
働
く
場

所
が
近
い
と
思
わ
れ
る
。

　

介
護
職
員
を
対
象
に
し
た
防
災
研
修
で
「
ど
う
い

う
防
災
対
策
が
必
要
か
」
と
い
う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
す
る
と
、
大
事
な
の
は
ト
イ
レ
、
食
事
、
薬
あ

る
い
は
地
域
と
の
関
係
な
ど
身
近
な
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
る
。
こ
の
地
域
密
着
の
介
護
職
員
が
、
防
災

の
知
識
を
学
び
、
在
宅
の
高
齢
者
や
障
が
い
者
に
、

家
具
の
転
倒
防
止
、
水
、
ト
イ
レ
、
食
料
や
薬
の

備
蓄
を
呼
び
か
け
る
と
、
要
配
慮
者
支
援
が
ず
っ

と
進
む
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
要
配
慮

者
に
、
隣
近
所
と
仲
良
く
す
る
こ
と
で
、
い
ざ
と

い
う
時
に
避
難
や
避
難
生
活
を
支
援
し
て
も
ら
え

る
こ
と
を
伝
え
る
こ
と
も
有
効
だ
ろ
う
。

　

多
く
の
介
護
職
員
が
要
配
慮
者
支
援
の
担
い
手

と
し
て
活
動
す
れ
ば
、
女
性
が
防
災
分
野
で
多
く

の
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
。
例
え
ば
、
避
難

所
運
営
で
は
、
女
性
が
リ
ー
ダ
ー
や
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー

に
な
れ
ば
、
女
性
は
も
ち
ろ
ん
、
避
難
者
の
多
様

性
に
配
慮
し
た
居
心
地
の
良
い
避
難
所
に
な
る
だ

ろ
う
。
ま
た
、
在
宅
の
要
配
慮
者
の
避
難
生
活
に

お
い
て
、
安
否
確
認
、
見
守
り
や
福
祉
支
援
な
ど
、

介
護
職
員
は
専
門
的
ノ
ウ
ハ
ウ
が
あ
り
、
災
害
関

連
死
防
止
の
中
核
支
援
者
と
な
り
得
る
。

　

内
閣
府
「
避
難
行
動
要
支
援
者
の
避
難
行
動
支
援

に
関
す
る
取
組
指
針
」
に
お
い
て
は
、「
個
別
避
難

計
画
作
成
等
関
係
者
の
う
ち
、
特
に
介
護
支
援
専

女
性
専
門
職
を
防
災
の
担
い
手
に
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門
員
や
相
談
支
援
専
門
員
は
、
避
難
行
動
要
支
援

者
の
う
ち
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
等
の
利
用
者
に
つ

い
て
、
①
日
頃
か
ら
ケ
ア
プ
ラ
ン
等
の
作
成
を
通

じ
て
、
避
難
行
動
要
支
援
者
本
人
の
状
況
等
を
よ

く
把
握
し
て
お
り
、
信
頼
関
係
も
期
待
で
き
る
こ

と
、
②
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
等
に
合
わ
せ
て
行
う
こ

と
が
効
果
的
で
あ
る
こ
と
、
③
災
害
時
の
ケ
ア
継

続
に
も
役
立
つ
こ
と
な
ど
か
ら
、
個
別
避
難
計
画

作
成
の
業
務
に
、
福
祉
専
門
職
の
参
画
を
得
る
こ

と
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
」
と
記
述
さ
れ
、
中
核
的

関
与
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
個
別
避
難
計

画
は
、
福
祉
事
業
者
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
に
お
い
て
在
宅
利

用
者
の
安
否
確
認
、
避
難
支
援
と
完
全
に
重
な
る
。

保
育
士
と
防
災

　

ほ
か
に
、
女
性
が
多
い
職
場
の
代
表
は
保
育
園

で
あ
る
。
保
育
士
登
録
者
数
は
約
１
６
７
万
人
、

そ
の
中
で
男
性
は
約
８
万
２
０
０
０
人
な
の
で
、

女
性
の
割
合
が
95
％
を
超
え
る
（
２
０
２
０
年
４
月

１
日
現
在
、
厚
生
労
働
省
）。

　

筆
者
は
、（
公
財
）
東
京
都
福
祉
保
健
財
団
が
実

施
す
る
保
育
士
危
機
管
理
研
修
の
講
師
を
何
年
か

続
け
て
い
る
が
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
す
る
と
、

必
ず
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
、
障
が
い
児
対
応
が
上
位

に
く
る
。
一
方
、
男
性
の
参
加
が
多
い
地
域
の
自

主
防
災
会
で
同
じ
研
修
を
し
て
も
、
ア
レ
ル
ギ
ー

と
い
う
言
葉
は
ま
ず
出
て
こ
な
い
。

　

保
育
士
が
防
災
を
学
び
、
実
践
す
る
目
的
は
保

育
園
で
の
災
害
対
応
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
園
児
、

保
護
者
、
そ
し
て
自
宅
で
の
防
災
対
策
の
実
施
が

重
要
で
あ
る
。
保
育
士
が
防
災
の
知
識
、
行
動
力

を
持
ち
、
保
護
者
と
一
緒
に
、
災
害
時
に
子
ど
も

を
し
っ
か
り
守
ろ
う
と
、
家
庭
内
の
防
災
に
つ
い

て
教
え
て
く
れ
た
ら
ど
ん
な
に
い
い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
に
防
災
教
育
を
ち
ゃ
ん
と
や
っ

て
く
れ
た
ら
、
ど
ん
な
に
未
来
の
防
災
力
は
高
ま

る
だ
ろ
う
。

　

保
育
園
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
作
成
は
、
努
力
義
務
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
が
、
例
え
ば
東
京
や
大
阪
で
は
大
地

震
時
に
翌
日
帰
宅
が
推
奨
さ
れ
て
い
て
、
共
働
き

の
保
護
者
が
迎
え
に
来
ら
れ
な
い
場
合
も
十
分
に

想
定
さ
れ
る
。
そ
の
と
き
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
が
な
け
れ
ば
、

園
児
の
宿
泊
保
育
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、

保
育
士
の
中
に
は
、
自
ら
も
小
さ
い
子
ど
も
が
い

る
か
も
し
れ
な
い
し
、
介
護
す
べ
き
親
が
い
る
か

も
し
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
帰
宅
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
保
育
士
を
把
握
し
、
残
っ
た
人
員
で
園
児

を
守
り
抜
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
自
園
だ
け
で

難
し
い
場
合
は
、
近
隣
の
保
育
園
同
士
、
行
政
、

地
域
と
の
連
携
に
よ
り
厳
し
い
時
期
を
乗
り
越
え

る
Ｂ
Ｃ
Ｐ
が
、
少
な
く
と
も
都
市
部
の
保
育
園
で

は
必
要
な
は
ず
だ
。
義
務
付
け
の
程
度
に
か
か
わ

ら
ず
、
自
治
体
は
保
育
園
Ｂ
Ｃ
Ｐ
作
成
を
積
極
的

に
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

福
祉
と
連
結
す
る
新
し
い
防
災

　

保
育
士
と
介
護
職
員
を
合
わ
せ
る
と
、
３
７
０
万

人
を
超
え
、
消
防
団
員
の
４
・
６
倍
に
も
な
る
。

そ
の
専
門
職
が
災
害
時
の
役
割
を
持
ち
、
研
修
な

ど
で
防
災
の
知
識
、
行
動
力
を
高
め
る
こ
と
は
、

地
域
社
会
全
体
の
防
災
力
を
飛
躍
的
に
高
め
る
だ

ろ
う
。

　

２
０
２
１
年
度
の
制
度
改
正
に
よ
り
、
市
区
町

村
へ
は
個
別
避
難
計
画
作
成
が
努
力
義
務
化
、
福

祉
事
業
者
に
は
Ｂ
Ｃ
Ｐ
作
成
の
義
務
付
け
が
行
わ

れ
た
。
こ
れ
は
、
福
祉
専
門
職
の
防
災
力
向
上
を

図
る
絶
好
の
機
会
で
あ
る
。
国
、
都
道
府
県
は
研

修
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
防
災
訓
練
、
検
証
の
実
施
方
法

に
つ
い
て
検
討
す
る
と
と
も
に
、
市
区
町
村
が
こ

れ
に
基
づ
い
て
大
規
模
か
つ
継
続
的
に
研
修
を
進

め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
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